
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

日本産科婦人 科学会雜誌　21巻 1号 ユ〜10頁　1969年 ユ月

肥満婦人 の 水分 代謝に 関する研究

熊 本大 学 医学 部産科 婦 人 科学 教 室 （主 任　加 来道 隆 教授）

　　　 大学院 学 生 水 元 淳
一

概 要 　肥 満 症 の 病 因 や病 態 生 理 の 解 明 上 や 治 療 上 に ，水 分 代 謝異 常 は ，古 くか ら 重 要 な 研 究課 題 と さ れ て い る

が，未 だ充 分 解 明 さ れ て い な い ．著 者 は ，肥満 症 患 者 に 於 け る 水 分 代 謝異 常 を 窺知 す る 冂的で ，42名 の 婦 人 の

体水 分 量 （体 総水 分量 ，細 胞 外 液 量 ，血 漿 量 ，組 織 間 液 量，細 胞 内液量），Lean 　Body 　Mass （L ．B．M ），体 脂

肪 量 等 を 測 定 し ，絶 食 療 法 中 の 臓 満 婦 人 3 例 に つ い て ，水 分 代 謝 に 検 詞
．
を 加 え，次 の 成 績 を 得 た ，各 体 液 量，

LB ．M ．，体 脂肪 の 絶 対 量 は 肥 満度 の 上 昇 と 共 に 増 加 し た が ，体重 比 は 体 脂 肪 を 除 い て 他 は 凡 て 減少 し た ．特

に ，細 胞 外 液 巾 の 血 漿 量 は ，肥 満 者 と 非肥 満 者 で は 差 が 小 さ く，従 つ て 体重 比 は 著 し く減 少 し た ， こ れ に 反

し，組 織 間 液 量 の 体 重 比 は 他 の 体 重 液 量 の 場 合 と 異 り，著明 な 減 少 傾 向 を 示 さ な か つ た ．ま た ，肥 満 者 で は 体

脂 肪 の み な らず，L・B・M ・も増 加 し て い る こ と が 判 つ た ．絶 食 中 の 体重 減 少 は ，そ の 初 期 に 著明 で ，日 時 の 経

過 と 共 に 減 少 し た が ，体 水 分 量 も減 少 し た ，復 食 時 に は ，顔面 ，四 肢に 浮腫 を 認 め る こ と が 多 く，体 重 は 再 び

増 加 し，組 織 間 液 量 の 増 加 が み ら れ た ．絶 食 療 法 時 の 体 重 変 動 は ，体 水 分 の 変 動 と 平 行 し て い る こ と が 判 明 し

た ．血 清 Na 及 び Cl は ，絶食 中に 減少 し ，復 食 で 再 び 増 加 し た ．尿 中 Na 及 び Cl 排泄 量 も，絶 食 巾 に 減

少 し，復食 で 増加 し た ．復食 時 の 水 分 瀦溜 に 対 し て 利 尿 剤 を 投 与 し，体 重 減 少 及 び 体水 分 減少 が み ら れ た が ，
血 清 電 解 質 異 常 は み ら れ ず，復 食 時 の 体 水 分 増 加 に は 利 尿 剤 を 投 与 し て も 良 い と 考 え ら れ る ． 肥 満 者 で は ，
体重当 り の 体水分量 は 少 な く，中で も血 漿 量 の 著減 が 特徴 的で あ り，こ の 為 腎 血 流 量 も 減 少 し， aldosterone

，

ADH の 分泌亢 進 を 銘 ぎ，水 分 瀦溜 に よ る 浮腫，乏 尿 な ど の 臨 床 症 状 が 出現 す る も の と 考 え ら れ る，従 つ て ，
肥 満 症 治 療法 と し て の 脱 水 療 法 は ，特殊 な 例 を 除 い て

， 却 っ て 水分代謝 の 不 均衡 を招 来す る こ と に な り，好 ま

し くな い と 考 え ら れ る ，

　　　　　　　　　 緒　　言

　肥 満症は ，近年わ が国の 死因 の 上位を 占め て い

る 心
・
血管系疾患 ，高血圧症な ど と密接な関連を

もち ，産科婦人科領域 で も，性機能異常 ，不妊

症 ， 妊娠中毒症な どの 異常を合併す る頻度が高い

こ とが指摘 され
18）20 ］29 ）

，予防並び に 治療医学上 重

要視され て い る ．

　 その 病因，病態生理 ，治療に 関し て ，こ れ ま で

種 々 な角度か ら検討 され，糖質や脂質代謝 の 異常

の存在が指摘 されて き た ．一方 ，肥満症患者 で

は
， 乏尿 ， 浮腫傾向， 発汗異常 ， 体重 の 著明な 日

内変動な どがみ られ る こ と か ら，水分代謝異常

も ， 肥満症 の 病因や病態生理の 究明上 ， さ ら に

は 治療上 に も考慮 さ る べ き一要因と され て い る

rl：4T）

，水分代謝異常に つ い て は不 明な点が 多い ．

　著者は ， 肥 満症の 水分代謝異常の
一

端を窺知す

る 目的 で
， 肥 満婦人 の 体水分量 や絶食療法時 の 水

分代謝を検討し た の で ，そ の 成績を報告する ．

　　　　　　研 究対象及 び研究方 法

　 a ）対象

　当科外来患者 お よ び 入 院患者中 ， 肥満症婦人 と

婦人科疾患 々 者 で
， 特に 内分泌 疾患 ， 心疾患，肝

疾患 ， 腎血管系疾患を認め な い 42名を選ん だ ．肥

満度 の 算定 に は ，Broca の 標準体重を用 い ，過剰

体重の標準体重 に対する 割合を％で表わ した ．

　 b ）測定方法

　 i）各体液量

　測定は ， 早期空腹時 ， 安静臥床中に 行つ た ．体

総水分量 （以下T ・B・W ・と略）は NAAP （N −acetyl −

4−aminoantipyrine ）法
8）

，細胞外液量 （以下 E・C ・F。

と略）は Rhodan 法
43）

， 循環血漿量 （以下 P．V ．と

略）は Evans・Blue法 22）
に よ りそれ ぞれ測定 し た ．

細胞内液量 （以下 LC ・F・と略）は T ・B ・W ・とE ．C ，F ．

と の 差，組織間液量 （以下 1・S・F・と略）は E ・C ・F ．

と P・V ・との 差 よ りそれ ぞれ算出し た ．

　ii）Lean 　Body 　Mass（以下 L・B・M ．と略）と体脂

肪量 は Pace ＆ Rathbun の 式
32）

を用 い ，測定 し た T ．

B ・W ・か ら算出した ．体表積
．
面は Du 　Bois・Bootb ．y 。

Sandifordの 体表面積算式 ノ モ グ ラ ム を 用 い て 算

出 し た ．
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　　　　　　　　　研 究成績

　 1 ．肥満度か らみた 各体液量 ，L ・B ・M ・，休脂肪

量

　対象を肥満度 10％毎 に ，− 10％以下 （1 ），
− 1D

な い し 0 （H ），十 1 な い し 十 10 （皿），十 11な い し

十 20 （IV），十 21な い し 十30 （V ），十31な い し 十40

（VI）， 十41 な い し十50 （NV）， 十51 な い し十 60（VM），

十 61な い し 十 70 （or），十 71以上 （X ） の 10群 に 分

け，各群に お け る各体液量 ，LB ・M ・
， 体脂肪量 の

絶対量 ， 体重比 ，体表面積比 と肥満度 と の 関係を

観察した ．

　 1） 体総水分量 （T ・B・W ・）

　 イ）絶対量 （り

　 1君羊26．O士 　1．6，　1 群28．8：ヒ 0．4，　皿群26．3±

1．0， ］y群31．7士 1．0，　V 群32．0± 1，1
， W 群

32 ．7±　0 ．8 ，　V皿君羊36．3±　3 ．O，　〜皿群37 ．0 ：ヒ　1．3，

D（群 39．8± 5．3 ， X 群 36．3で ， 図 1 の ご と く ，

T ・B ・W ・の 絶対量 は ，肥満度 の 上昇 ととも に 増加

す る傾向を示 した ．

皿 ora ／m26050405020lo

図 1 肥 満 度 と T ．B．W ，
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　 ロ ）体重比 （％ B ．W ．）

　 1群58 ．8± 3．3， ll群56 ．2± O．4，皿群50．1±

1．8，　IV群50．3：ヒ　1．0，　V 群48 ．7±　1．5 ，　VI群

46 ．7土 2 ．0， 　V皿群44 ．6± 3 ，工
，
V皿群45 ．4士 0．8

，

IX群48 ．1± 1．7 ，
　 X 群41 ．0で

， 図 1 の ご と く，

TB ・W ・の 体重比は ， 肥 満度の 上 昇 と と も に 減少

す る傾 向を示 した ．

　 ハ ）体表面積比 （11m2）

　 1群 19，0± 1．1，　R群 19．3± 0．3， 　皿群18．1±

0．7，IIV群 19．6± 1．2，　 V 群 19．9土 0．6，　 W 群

19．7± 　0，9；　、咀群20 ．1土 　1．5 ，　VM群 20，7 ：ヒ　4．4，

D（群22 ．4± 1 ，6，xav23．3で
， 図 1 の ご と く ，

T ・鼠 W ・の 体表面積比 は ，各群 で ほ ぼ近似した値

を示 した ．

　2） 細胞外液量 （F． C ，F．）

　イ ）絶対量 （り

　 1君羊11．4± 　0．6，　ff君羊13．5± 　0．8，　皿群10．4±

O．3， NSt14 ．O± 1．5，　 V 群14．4 土 0．6，　 VI群

15、5 ：ヒ　0 ．6，　NU群17．8± 　0．9，　IWZ￥20．8± 　1．3，

IX群17 ．2± 2 ．3
，　 X 群 17．6で

，　図 2 の ご と く ，

E ・C ・F ・の 絶対量は ，肥満度 の 上 昇と ともに 増加す

る傾向を示 した ．

30252015
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図 2 　肥 満 度 と E．C］．F．
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　 ロ ）体重比 （％ B・W ・）

　 1群 25．9±　　1．9，　∬君羊26．5ヨ：　2．2，　皿群20．2ti：

0 ．5，　IV群22 ．2 ：ヒ　／．1 ，　V 群21 ．8± 　O ．8 ，　丶矼群

22 ．0 ：ヒ　1．2 ，　、榧群21 ．9 ± 　0 ．7，　M肛群25E6 ：ヒ　2 ．1 ，

IX群23．4土 3．5，　 X 群 15．5で ，図 2 に示す通 ．りで

あ っ た ．

　 ハ ）体表面積比 σ1m2）

　 1君羊 8．4± 　0 ．6 ，　ll君羊9．2 ± 　0．8 ，　丑1群 7 ．2±

0 ．1
，
IV群 8 ．7± 0．4，　V 群 8 ．9± 0．3，　VI群 9．3

±　O ．4 ，　丶贋群 9 ．9 ±　O ．1 ，
W［群 11．7 ± 0 ．9

，
　 IX群

9 ．7± 0．7，X群 8，8で ，図 2 に 示 す通 りで あつ

た ．

　3 ）　血 漿量 （P・V ・）

　 イ）絶対量 （m り

　 1群2791 ．0±　441 ．0
，　ll君羊2526 ．2±　133．4 ，　皿

群2702．5土 19 ．5， IV群2567 ．7士 238 ．7，
　V 群2823 ．3

± 　209 ．0，　VI君羊2959．4土 312．4 ，　V【1君羊3122．7±

392．工，　、皿群 2993．0± 12．0，　IX群 2997．9±　　184，1

N 工工
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mLorm 量！m
≧　　　 匚コ m 丑 m正ノkg

翊 m ユ／kg
3500 圏 m 堕／m2 60

 
5550

25
45

20 40

1500 35

工 皿 皿 1▽ V ▽1 ▽ff▽皿 IX

で ，図 3 の ご と く，P・V の 絶対量は ，肥満度 の 上

昇 とともに や や増加す る傾向を 示 し た ．

　 卩 ）体重比 （m 趣 g）

　 1君羊60．7土　6．O，　H君羊49．7士　3．7，　皿群 53．2±

1．6 ， IV群40 ．O± 3 ．6 ，　 V 群43．0± 2 ，4 ，　 VI群

42 ．O ±　4 ．5
，　V皿群38．1±　5，5，　VH［群36．8 ±　0 ．6，

D（群37 ．2 ± 0 ．3で ，図 3 の ご と く，
P・V ・の 体重比

は ，肥満度 の 上 昇 と ともに 著減 し た ．

　ハ）体表面積比 （ml ！m2 ）

　 1君羊1989 ．8土 　236 ．1
，　fi君羊1715 ．8 ±　134 ．2

，　皿

群 1891．0± 39 ．3
，
IV群1582 ．7± 138 ．O ，

　V 群 1734．5

±　105 ．1，　 VI群 1777 ．4 ：辷　209 ．8，　 VH群1727 ．3±

244．6，皿 群 1676．5± 16．3，IX群 1693．9± 1．2で

あつ た ．

　4 ） 組織間液量 （1・S・E ）

　イ ）絶対量 （り

　 1群 9．0± 1．3， 1群 11．0± 0．7，U群 7．5±

O．2 ，　1▽君羊12．0± 0．4，　V 群 1L5 ：ヒ0．5 ，　丶矼群12．6

± 　0 ．8 ，　MI群 16．7± 　1．8，　1置「君羊17．8± 　1．3 ，　IX群

14．2 ± 2 ・1で ， 図 4 の ご と く，
IS・F・の 絶対量は ，

肥満度 の 上 昇とと もに 増加 す る傾向がみ られた ．

　 ロ ）体重比 （％B ・w ・）

　 1君羊20．0 ：ヒ 4．2，　1君羊21．6：ヒ　1．9，　皿王群15．O暈：

0．6， IV群 18．8士 1．0，　 V 群 17．9± 1．0
，
　 W 群

18．7 ま：　1．2 ，　V皿群18．1± 　0 ．6 ，　〜皿君羊21 ．9± 　2．O，

D（群19．7± 3．5で ，図 4 の ご と く，LS ・F ・の体重

比 は ，皿群 で 低 く， ll，iMTffで や や高 い 値を示 し

た他は ，各群 で ほ X’近 似した 値が み られ た ．

　ハ ）体表面積比 （1／mZ ）

　 1群 6．0土 　1．7，　H群 7．4± 　1．3，　皿君羊 5．2 士

水 　 元

20r 旦／m225

20

15

［O

5

図 4 　肥 満 度 と LS ．F，
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5
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5

3

0 ．O
，

工V 群 7 ．4± O ．3
，
　 V 群 7 ．2± O．2 ，

　 VI群

7．2± 　0．5，　V皿群 8．2：ヒ　0．3，　1皿君羊10．0± 　0．9，

IX
．
群 8，0± 0．7で あつ た ．

　5） 細胞内液量 （1・C ・F．）

　イ）絶ヌ寸量 （1）

　 1君羊14．6：1　1．7，　皿群 15．2士 1．7
， 　皿群19．3：ヒ

3．1， IV群 17．7 ± 1．O，．　 V 群17．6± 1．0
，
　 V正群

17，2：ヒ　0．9 ，　X・矼群 18．2± 　3．2，　／矼【群 15．7± 　2．1，

D（群22 ．6土 L8 ，　 X 群 28．8で
， 図 5 の ご と く，

LC ・F
：

の絶対量は ，肥満度 の 上昇 と ともに やや増

加す る傾向が み られ た ．

亘or 旦／m2

353025

，20L
’

15Io5
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　 35

I　　I　　皿　 亅V　 V　 ▽匸　V∬　▽皿　遇 　　X

50252015lo5

　 Pt）体重比 （％ B．W ・）

　 1群 32．9± 　3．6，　H群 29．8土 　2．8 ，　コ圧群30．0±

2．0
，　IV君羊28 ．1± 　工．1 ，　V 君『虐27．0± 　1．5，　X，1群

24．6±　1．7 ，　N丑群22・7：ヒ　3．6，　W 君羊19．9±　2．9 ，

IX群 24．7± 1．8，
　 X 群25．5で ，図 5 の ご と く，

LC ・F・の 体重比 は ，  群 ま で は 肥満度 の 上昇 と と

も に 減少 したが ， IX，　 X 群で は や や高 い 値を示 し

た ．

N 工工
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　 ハ ）体表面積比 （1〆m2 ）

　 1君羊10．5：圭：　1．1，　1群 10．1土 　0．7 ，　皿群13．2±

2．1， IV群 1LO 土 0 ．5
，　V 群10．8士 0，6，　 VI群

10．4± 　0．6，　VIIff10．2 ±　1．7 ，、皿君羊 8．8± 　1．1，

D（群 12．7± 0．9，X 群 14．5で あつ た ．

　6） Lean 　 BQdy 　 Mass （LB ．M ．）

　イ）絶対量 （  ）

　 1君羊35．1±　1．8，　皿君羊39．4±　0．7，　皿君羊35．9±

1．4
，

IV群43 ．3± 1．6i　V 群43．6± L5
，
　 VI群

44．5±　1．1，　VIISt49．5：辷　4 ．1
，　V肛群50 ．6±　1．8

，

IX群54．4土 7．3
，
　 X 群63．3で ，図 6 の ご と く，

LB ・M ・の 絶対量は ， 肥満度 の 上 昇 とともに 増加

した ．

図 6　 肥 満 度 と L．B．M ．

kg　 orkg ！m2
口 kg

％ aW ．
アo 吻 ％ B．W． 80

■ 1kg ／m2

60 75

50 70
∠

  65

50 60

20 55

I　　I［　 皿　 1▽　 V　 ▽｛　 ▽11　▽皿　 区　　X

　 ロ ）体重比 （％ B ．W ．）

　 1群80．8±　5．3，　H 群76．8±　0．8 ，　皿正君羊68．5：」二

3．3
，

】V 群 69．1± 1．6
，

V 群68 ．2 ± 1 ．7，　 VI群
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

63 ．8± 　2．8， 　V【1群 60．9± 3．3 ， 、皿君羊62．0士 　1．1，

D（群 65．7± 2．3
，
X 群56．0で

， 図 6 の ご とくLB ・

M ・
1
の 体重比は

， 肥満度 の 上昇 とともに減少する

傾 向がみ られた ．

　 ハ ）体表面積比 （kg！m2 ）

　 1群23 ．5± 3 ．O
，　H 群26．9± 0．O

， 　］皿群 24．7 士

1．2
，

IV群27 ．0 ± 0．6，
　 Vge26

’
．9± O．8 ，

　 VI群

26．9±　1．2，　V矼群 27．5士　2．O，　1胆［君羊28．3±　0．6，

IX群 30，8土 2 ．0，　 X 群 31．8で あつ た ．

　7） 体脂肪量

　イ）絶対量 （  ）

　 1君羊8．5± 2 ．O，　H君羊11．9± 　1．1，　碾君羊16．2±

2．5，】y群 20．0士 1，2， V 群 22．7± 1．8，VI群26．4

± 　2 ．6，　V皿群 31．7：ヒ　2 ．2 ， 　V皿君羊31．0 ：ヒ 0．3，　IX

群28 ．7± 0 ．8，X 群49．7で ，図 7 の ご と く ， 体脂

肪 の 絶対量 は ， 肥満度の 上 昇と ともに増加 した ．

図 7　 肥 満 度 と 体 重 脂 肪 量

kgorkg ／m2
圀

匚］ kg

％ B．W．
％ B．W．

60
■ kg／m2 45

50 40

4Q 35

3Q 30

20 25

ゆ 20

II 皿 工▽ V ▽IV ［ ▽巫 医 X

　 卩 ）体重比 （％ B ．W ．）

　 1群 19．0：ヒ　5，3，　H君羊23 ．2 ± 　0 ．8
，　皿群31．5±

3．3， W 群30．9土 1．6，　V 群31．8± 1．7，　 VI群
36．2士 4．0

，
W 群39 ．1± 4 ．9 ， 田 群38 ．0± 1．1

，

D（群38．0± 2．3， X 群44 ．0で
， 図 7 の ご と く，体

脂肪 の 体重比 は ， 肥満度 の 上 昇 ととも に 増加 し

た ．

　 ハ ）体表面積比 （kg！m2 ）

　 1君羊6．3± 　1．4 ，　且群 7 ．9 ± 　0 ．4 ，　皿群 11．0士

1．5
，

IV群12．4 ± O．6，　V 群14 ．0± 0．9，　 VI群

15．8± 　0．4，　、咀群 17．6± 　1．9，　V旺群 17．4 ：ヒ　0．4，

IX群162 ± 0．6，　 X 群 25．0で
， 図 7 の ご とく ， 体

脂肪の体表面積比は ，肥満度の 上昇 と ともに増加

する傾 向が み られた ．

　8） 小括 ， 肥満度一10％以下を体重不足群 ，−

10な い し十 10％を 正常体重群 ， 十 10な い し 十 20％

を肥満群 ， 十20％以上 を病的肥満群 と し ， 4 群の

体構成 々 分を表 1 ，図 8 ， 9 ，10に示 し た ．

　絶対量 は ，
T ．B ．W ．

，　 E ．C ，F ．
，
1．S．F ．

，
1．C ．F ．，　 L ．

B・M ・
， 体脂肪量 は ，不足群か ら病肥群に か けて 上

昇 し た が ，P ・V ・は各群で e2・k’近似の値を示 した ．

体重比 は 体脂肪量を除 く全て が ，不足群か ら病肥

群に か け て 減少 し た が ， E ・C ・E ，就 中 LS ・F ・は

著 しい 減少傾向を示 さな か っ た ．体表面積比は ，

P ・V ・が不足群か ら病肥群に か けて や や減少 し
， 体
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表 1　 各 群 の 諸体液量，L．B．M ．
， 体脂 肪量

体構成 成 分

体
総

水

分

量

細
胞

外

液

量

血

漿

量

1

％

B ．W ．

1／M2

1

％

塁

 

塾

〃

組

織

問

液
量

　 mlml

！kgmJ

！m2

細
胞
内

液

量

L ．

B ．

M ．

体
脂

肪

量

1

％
B ．W ．

11m2

1

％
B ．W ．

1〆m2

kg

％
B ．W ，

kg！mE

kg

％
B．W ，

kgfm2

体 重 不

足 　群

26．0
：辷 1．358

．8
± 3．319

』

± 1．O11
．4

± 0．625
．9

± 1，9
　8．4
± 0．6

正常 体
重　群

27百
：辷 0．852

．5
十 2、018

、6
± 0．6一
11．9

± 0．823
．3

± 1 ．8
　8．／
± 0 ．62596

．8

肥 満 群

31．7
十 Llso

．3
± 工．O19

．7
± 0．414

．0
± 0．6…
署2．2
± 1．1

2791．0
± 623．760

．7
± 8 ．5
ユ989 ．9

十 333 ．9
　 9．0
± 1．8

　

4亠
77
・
　唱

畠
078　

ρ
0

　

±

25
± 232．6 ± 238．7

堊
121

、雇
゜

9？6
1785 ，9
± 83．7
　 9．6
± 1．2

病 的 肥

満　群

訂

± 1．D46
．8

十 〇．9ZO
．2

『

± 0．416
．3

± G ．5『’r22
．1

± 0．5

20．0
± 5．9
　 6 ．0
± 2 ．414

．4
± 1．732

．9
± 3．610

．5
± ユ．135

．1
± 1．580

．8
→
− 5 ．026
．0

± 3．9
　 8 ．7
十 2．1 ．

19．〇
十 5、3
　6．ぎ

冖

± 1．4

　 9．5　
’．

± O．22593
．6

十 415 ．3

18．9
± 2．0
　 6．6
± 0．717

．6
± 2 ．o29

．9
± 1．4
ユ2．0

± 1 ．337
．3

± 1271
．8

± 2．8．「
25．4

± 0．814
．4

± 1 ．828
．2

± 2．8
　 9．7
十 1．1

1582．7
十 138．0
　 12．0
± 0．2
　／8．8 　1

± 1．0
　 7 ．4
± O．317

．7
十 1．028

．1
十 L111

．0
± O．543

．3
± 1．669

．1
± 1．627

．0
± 0．620

． 
± 1．230

．9
± 1．612

．4
± 0．6

40．6
士 1．71733

．17

± 71．013
．3

± 0．518
．6
−一

± 0 ．6
　 7．7
± O．218

，4
± 0．924

．7
± 1．0
ユO．7

｝

± o．547
．2

± 1．464
」5

± 1．327
．6

± O．627
．6

± 1．635
．5

± 1．316
．0
−

± O．7

図 8　 各 群 の 諸 体 重 液 量 ，L ．B．M ．
， 体脂 肪 量

　 　 （絶 対 量 ）

Qor 
50 口 体 重 不 足群

盟 正 帛体 霸群

45 国 肥 　 渦 群
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4
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図 9　 各群 の 諸体液量 ，L．B．M ．， 体脂肪 髭

　 　 （体 重 比 ）

『tp　B．W．〔m 彰fkg）　　　　　口 体 蚤 不ff群
80

 

T．　B．W．　 E．（冫F「　 P．　V　LS，F　 I．C．F　LBM ．　 Fat

　 図］O　 冬群 の 諸 体液量 ，L ．B，M ，， 体脂 肪量

　 　 　　 （体 表 面積 比 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 日 体 鬟 干 足 滸
ier　kg／M2 　　　　　 囲 正 常 体 重群 　　　　　 mglma

T．B、W ．　E，C，F．　　P．V．　　1．S．F．　　L（IF，　L．B，M．　Fat

2（X）0lgoO18001700160D1500

脂肪量 は ， 逆 に 不足群か ら病肥群に かけ て著増し

たが ， そ の 他 の 構成 々 分は ， 各群 で ほ 黛 近似の値

を示 し た ．

　 豆．体重Sij各体液量 ，
　 L ・B・M ・

， 体脂肪量

　対象 の 体重50  以下 （1 ），5工な い し60 （ll），
61

な い し70 （M ），
71な い し80（W ），81な い し 90（V ），

91な い し 100 （VI）， 101  以上 （田 ）の 7 群に 分

け，各群の 諸体液量 ，L・B ・M ・，体脂肪量 を検討 し

た ．各群別体構成 々 分の 絶対量 ， 体重比 ， 体表面

積比は
， 裘 2、に

一括 した ．

　1） 体総水分量 （図 11）

　絶対量は 体重増加 と ともに上昇 し，その 体重 比

は低下 の 傾向を示 し ，体表面積比は ， W ， 珊 群

（各 1 例）を除 く群 で ほ s“近似 した ．

　2） 細胞外液量 （図 12）

　絶対量は ， 体重 の 大 な る群で 大 きい 傾 向 がみ

られ ，そ の 体重比 は ，V
，
　 Vil群を除 き低下 し ，体
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

6 肥 満婦 人 の 水 分 代 謝 H 産 婦 誌21巻 1 号

表 2　体重 と 諸
．
体液量 ，L ．B．M ・， 体 脂 肪量

1
＼   重 、g　　し，
体鱶

丶丶
丶 、

成成分　
＼ 一、

体分
l　 l ＿

総 　 ％ B ．W ．
水 量「l！mZ

液

　
量

細

胞

外

血

漿

量

1

％ B．w ．

l！m
’tmtmlfkg

一
面 m

・

　 　 　 1
組液
織　 ％ B ．W ．
間 量
　　　1！lnZ

讙祠％ 1．w ．
内 量

一
II． ・

LBM
k9

％ B．W ．

玉9 ！m
・

9kWB

％

厂
一
m91k

肪

量

体

脂

一
丁

NJ 「o

TT5

／〜60

26．5→
−　0．9　　　　28．〇十 　1．0

57，6±　2．2　　　　50．1± 　1．8

19．2十 　〇，7　　　18．6→−　0．6

11．7± 0．8

25，7一ト　1、7

8 ．5± 0，6

12．8±　0，6

22．9十 　1，0

8 ．5± 0．4

壇

61〜70

32．6十 　〇．6

49．7十 　〇．9

20、1十 　〇．4

2747．0±　210．2

57．7：±：　3．6

1950，2± 　114．8

］4 ．3± 0．5

21．9± 0．7

8．8± 0，3

2639．9±9］．5　　．2627．9± 　187．4

47．9十 　2，6

1769．5± 69．439

．8± 2．6

／f71

〜80

V81

〜90

W9

／〜100

33．3
一
ヨ≡　〔》．6ll

髱 劃
45．1

乙5．6≡≡1．3
19．3：i二 〇．1

．−
1
−
　20．4 ± 1．2

9．4± 1．3
19，9→「 　2．9

6，4± 0．8

14．8± 　1．1

15．6十 〇．5

21．3−←　0．7

9，1± 0．2

2961．2：ヒ233，3

工O．2十 〇．8

18．5± 　1 ．2

6．9± D．5

16．9十 　1．6

40．5十 　2．9

1620．O：±：　1］5．1，
工1，9：ヒ D．4

・1713．1十 　125．1

18．7十 〇．8

7．2十 〇，2

18．4十 　〇．6

12．7≡』　O．5

17．2±： O．7

7．4十 〇．3

17，6十　〇．7

19．3：辷 0．7

23．3十 　1．1

10．6一ト　0．5

3244．3± 324．8

38，9−1−　5．2

1776．7一ト　206．5

16 ．〇十 〇．8

1百．5≡≡0．9

8．8十 〇，5

49．8

31．9±　2．4
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表面積比 も ，
V

，
　 Vl群で 稍 々 高 い が ，他 群で は ほ

ぼ近似した ．

　3）　血漿量 （図 13）

　絶対量 は
， 体重 の大な る群で 大 きい 傾 向が み ら

れ た が ，そ の 体重 比 は 著 し く低下 し ，休表面積比

は 王群で 稍 々 高 く，皿群で稍 々 低い 他 はほ N’近似

し た ．

　　 図 12

且or　Q／rn2

3025

体 重 と　E ．C ．F ．
e
／eB ．W ，

o 口 、巳 30
四 ％ aW ．

5
凹 皇ノm2 25

o 20

5 15

o 10

5 5

／
互　 ll　 皿　1▽　▽　▽1 呱

　4 ） 組織間液量 （図13）

　絶対量 は ， 休重 の 大な る群 で 大 きく，体重比

は ，体重増加に 伴 う減少傾 向は み られ ず ，体表面

積比 は稍 々 上昇す る傾向をみ た ．

　5） 細胞内液量 （図14）

　絶対量 は 体重 の 大な る群 で は稍 々 大 きく，体重

比は W ，V皿群を除 い て 低下 し ， 体表面積比は VI，
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W 群を除 きほ 一L’近似 した ．

　7） Lean 　Body 　Mass （図 15）．

　絶対量 ，体表面積比は ，体重 の 大なる群 で は 上

昇 し ，体重比は 逆に 低下 した ．

　7） 体脂肪量 （図 16）

　絶対量 ，体重比 ，体表面積比 の 三 者 と も，体重

の 大 きい 群で 大 きい 値が み られた ．

　 皿 ．肥満婦人 の 絶食療法中 の 水分代謝

　 9 名 の 肥満症患者に絶食療法を施 し，体重減少

や物質代謝を検討 し た 成績を先に 発表 し た
SO ）

が ，

こ こ で は ，絶食療法中 の 水分代謝 に つ い て 検討 し

た 成績を発表する ．

　　 　 図 16　体 重 と 体目旨肪 量
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　 図 17の ご と く，体総水分量は 減少 し ，復食後に

増加し た ．自覚的に は
， 頭重 ， 頭痛 ， 身体 の 腫

張感を訴え，四肢 ，顔面に 浮腫が 認 め ら れ た ．

T ’B ・W ・を E ・C ・F ・（P ・V ・・LS ・F・）・
1・C・F ・に 細分 し，

絶食療法前 ， 中，復食時，利尿剤投与後の 諸体液

量 の 変化 は 図 18の とお りで ある ．T ・B ・W ・が変化

す る際に ，1・C ・F ・は漸減 し た が
，

E ・C・F・は 復食

98765432k7777777

晶
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図ユ8　絶食 療 法 に よ る 水 分 の 変 動
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肥 満 婦 人 の 水 分 代 謝

後急激に 増加 し，利尿剤投与で 減少 し た ． こ の

中 ，P ・V ・は 漸減した の に対 し ，

1・S・E は 絶食中

に 減少 し，復食後に 著増した ． T ・B・W ・は ，体重

の 変化 と平行 し た 変動を示 した ．

　　　　　　　　　考　　寨

　身体構成 々 分 の 組成比は ，種 々 の病的状態で は

もち ろ ん ， 健康人で も必らず し も恒常的な もの で

は な く，年令，性別 に よ り異 なる
9＞．T ・B・W ・は ，

13才を過 ぎた頃か ら性差を生 じ ， 女性で は少な く

なる と言わ れ て い る
9）21）26）

が
，

こ れ は 1・・B・M ・中

水分含有量は
一

定で ある
2a）

が ， 水分含有量 に き

わ め て 乏 しい 皮下脂肪 の 沈着に よ る と さ れ て い

る
32）．正 常体重婦人 の T ・B・W ・の 体重比は 52．5％

で あ り，諸家 の 報告
12）15）21）24）

’」2e）SS）S6）41）
の 中間値

を示 し た ．肥満度別 で は ，
・T ・B・W ・の絶対量は ，

肥満度 の 上 昇 と とも に 増加 し ， 体重比は 減少 し た

が ，
これは諸家 の報告

t3）15）se）
と
一
致 した ．　 E ・C ・F ・

は ， 正常体重者 で は 11．91 で ， SchloerbB6）ら　の

11．S　1　ve近 く，体重比は 23，3％で ，砂原
44）

， 北

村
25）

の 値 に 近 似した が
， 肥満婦人で は ，肥 満度の

上 昇とともに絶対量 は 増加 し ，体重比 は 他 の 体液

量 の よ うな 減少傾向 が み られ な か つ た ． また ，

E ・C ・F・中 ，
P・V ・の 絶対量は ，肥満者，非肥満者

間に差異をみ な い 者
sn

， 肥満者が大 き い 値を示す

と い う者
10）17）s

”“）等ある が ，著者 の 成績で は
， 肥満

度が上 昇 し て も他の 体液量 の よ うな増加 は み られ

日 産 婦 誌21巻 1 号

ず ， した が つ て 体重比 は著減 した ．こ れ は ，血漿

量 が体重増加に 伴つ て 増量 しな い こ とを示 して い

る も の で あろ う． Dubaj ら
40）

は ，肥満者 の 水分

瀦溜傾向は 1・C ・E の増量 として 存在する とした

が ，著者の 成績で は 1・C ・F・（％ B・W ・）は 29 ．9％

で ，Petersenの 34．2％ よ り低 く，さ らに 肥満度 の

上 昇 と ともに絶対量は 増加 し，体重比は 減少する

こ とを認め
，
Dubaj らの 主張する細胞内水分瀦溜

を裏付け る結果 は得られ なか つ た ． し か る に ，

E．C ．F．中 の 1．S．F．は
，

そ の 絶対量は 肥満度が高い

ほ ど大 きい 値を示すが ， 体重比は他 の体液量の よ

うな減少 は み られず ， 非肥満者と 肥満者 と で は

そ の 値が近似し て い た ．こ の 事実は E・C ・F・中 の

P・V ・の体重比が肥満者で は 著減 し て い る 事実と

併せ 考 え る と
， 肥満者に お け る 水分瀦溜部位は ，

組織問腔で ある こ とを示 唆す るも の で
， 肥満者に

しばしばみ られ る 浮腫 を も 説 明 し うると 思 う、

Behnke ら
4）

は
， 肥満者で は 体脂肪若し くは 体脂肪

と L ．B ．M ．の 両者が増加す る と君 うが ， 著者の 成

績で も肥満度の 上昇 と とも に L・BM ・の 絶対量

は 増加 してお り，体重増加 は体脂肪の み な ら ず

L．B ．M の 増加を も伴 うこ とを示 して い る、こ の 原

因 の 1 つ と し て ，増加 し た体重を支持し ， 活動す

る に 必要な骨格筋組織 の肥大増生 が起 こ る こ とに

よ る と考え られる ．し か し
， 体重当 りの LB ．M ．

は肥満者で 減少する こ とか ら ， 肥満者の体脂肪増

加 に 比 して ， L ・B ，M ・の 増加 の 割合 は小さ い と考

え られ る．

　絶食療法に よ る体重 の 変動 は ，初期に 体重減少

が 大 きく， 漸次小 さ くな り ， 復食時に は 摂取熱量

が 600 な い し 900CaL で ある に もか か わ らず ，

再び 増加 し た ．尿量 は ， 初期に は 多量 で ，漸減

し，尿比重に は ほ と ん ど変化が み られ ず ， 絶食中

は T ・B・W ・の 中 E ・C ・F ・殊に 1・S・F ・の 減少がみ ら

れ ， 体重減少に体水分殊に LS ・F ・の 影響が大 き

い と考え られ る
5）39）．復食時の体重増加 は 患者を

失望 させ る こ とが 多く ， 臨床的に 頭重 ， 頭痛 ， 身

体 の 腫張感や浮腫も不快感を与え るも の で あ る。

復食時の体水分量 は ， 体重 と同 じ変動を示 し ， 就

中 E ．C ．R 殊 に 1・S・F ・が著増 し ， 復食時の 体重
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増加 も体水分 ，殊に 1・SJ ．に よる こ とを 明らか

に し得た ．こ の 得食時の水分瀦 溜を来す因子 と し

て ， 低 ア ル ブ ミ ン 血症
34）

， 糖質摂取
6）7）14）16）23）46 ）

，

ald ・ster ・ne や ADH の 分泌亢進
14）16）a4）

な どが あ

げ られ て い る．著者 の 成績で は 血 清蛋白 の 低下

は み られず ， 中で もア ル ブ ミ ン 値は 上 昇 し て お

り ， 低 ア ル ブ ミ ン 血 症が原因 とは 考え られ な い ．

ま た ， 復食時の 糖質摂取 と水分代謝 と の 強い関連

を 指摘す る者 もある ．す な わ ち ，Haag ら
le）

は ，

復食時に 摂取カ ロ リー
を制 限し て も，糖質で は体

重増加 ，
Na 瀦溜が お こ り ， 脂肪お よび蛋白食で

は 体重増加は み られ ず，Na 排溝 も上 昇す る とい

い ， また Bloom ら
T）
も糖質摂取に よ る Na 排泄

の 減少を報告して い る 。そ の 理 由と して は
， 腎の

未梢 ネ フ ロ ン か ら髄質へ の Na の 能働輸送 （再吸

収）セこ は ， 糖質が エ ネル ギ ー源 として特異的に 利

用 さ れ て お り，絶食 は髄質の エ ネ ル ギ ー産生を 制

限 し，Na の 輸送能が低下 し て ，　 Na の 尿中排港

とそれに伴 う水分排泄が増加する こ と が 挙 げ ら

れ ， した が つ て
， 復食時の 水分瀦溜は，糖質摂取

に よる Na 再吸収 の上昇とそれ に伴 う水分瀦溜と

考え られ る ．肥満者で は
，

aldosterone （以下 ald ．

と略） の尿中排泄値が 高 く
1＞28）SO

，そ れ が 肥満

者 の 水分代謝異常 の 成立に 大 ぎく関与す る と言わ

れ ， 絶食療法で は ， そ の 後期か ら復食時に かけて

ald ・分泌が亢進 し
s4）

，
こ れ が水分お よび Na 瀦溜

を惹起す る と言われ て い る ．し か し，Gersingら

14）
は ，抗 ald ・剤投与の み で は Na 排泄は 増加す

る が
， 糖質摂取に よ りそ の Na 排泄が阻害 さ れ る

こ とか ら ， 糖質が Na 排泄を変え る機序に は ald ・

は介在 しな い とい い
，
Elsbach ら

ID
も同様 な報告

を し て い る ，復食後の 体重増加に 際し抗 ald ・剤を

投与 し た 結果 ， 著 し い 水分 お よ び Na 排泄 の増加

を み
， 体重が急激に 減少し た こ とは

， 復食時の 水

分 ，
Na 瀦溜 に ald ・関与 の 可 能性を示唆する も

の と思 う．急激 な体液喪失は ，
ADH の分泌を促

進す る
37 ）と言われ て お り ， 絶食療法時の 血 漿量 の

減少は ， 容量受容器 （v ・ lume 　 recePtor ） を介 し

て ，ald ・，　ADH の 分泌 を 二 次的に促し ， 水 分お よ

び Na 瀦溜を惹起す る とも考え られ る ．

　体水 分の h・  e・stasis の 量的調整を 司る の は ，

主 とし て 細胞外液 ， 中で も腎血流量が最 も大 きな

因子 とされ て い る が ， 肥満者で は 体重 当 りの 血 漿

量 の減少の 他に
， 水負荷試験の 異常

19）S7）
， 腎機能

異常の報告があ る
ユ）エ3）エ9）．Bansi ら

3）
，　 Schreiter3T）

は ，
E・C ・F・の 減少は ，

　 ald ・の 著し い 分泌亢進を

招き ， そ の 結果生 じた Na 瀦溜が体水分欠乏をさ

らに 大 きく し ， 後葉か ら の ADH の 分泌亢進
2）

を

招 くと言 う．し か し ，
Schreiteβ7）

は ， 肥満老 の

腎機能低下 は ，E ・C ・F・，就中 P・V ・の 減少に よつ

て 二 次的に 起 こ つ た 機能的な変化で あ り ， 利尿剤

な どに よ る い わ ゆ る脱水療法は ，本来減少し て い

る体水分量 を減少 させ ，さ らに 水分瀦溜を助長す

る こ と に な る為 ， 肥満症に対す る脱水療法
10）4°）

に

批判的で ある ．著者 も ， 肥満者で は体重当 りの 体

水分量 は減少 して お り， 特に P ・v ・の 減少が著し

い こ とか ら，唯単に 体水分の 喪失に よ る 体重減少

を 図る こ と は誤 つ た治療法で あ りか つ 危険 と考 え

る ．し か し ，
ROttgerB5） の ご と く，

E ・C ・F ・が著 し

く多 く ， 臨床的に も浮腫を認め る症例には ， 脱水

療法を行 な うの もよい と考える ．他方 ， 復食後の体

重増加例に 抗 ald ・剤を投与し て も ， 血中Naに 異

常を認めず ， 投薬中止後に も再 び浮腫 などの水分

瀦溜 の 徴候もな く， 体水分量 の 増加もみ られ な か

つ た こ とか ら，復食時の体重増加 （水分瀦溜）に対

する 一時的 な脱塩 ，脱水療法は ，水分代謝 の不均

衡を招 くもの で は な く， 意義あ る も の と考え る 。

　さ らに
，
Stevenson42） は ， 視床下部 の 機械的損

傷 で 肥満発生 の 有無に か か わ らず ， 腎に 機能的並

び に 器質的異常が起 こ る こ とか ら，間脳異常が肥

満症 の水分代謝異常 に直接関連 し て い る こ とを示

唆して い る と し た が
， 肥満の 発生 と間脳異常 との

間に は密接な関係
27）があ る とされ て お り，非常に

興味深 い 問題 と思 う．

　　　　　　　　 結　　語

　 1）　T ．B ．W ．は ，肥満度 とと もに 絶対量は 増加

し た が ，体重比 は 減少し ，体衷面積比は ほ X“近似

し た ．

　2） E・C ・F・ の 中 ，
1・S・F・は ， 絶対量 は肥 満度

と ともに 増加 し
， 体重比は 減少せ ず ， 肥満者に お
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け る水分瀦溜の 部位が組織間腔で ある こ とを示唆

す る も の と考え られ る ． P・V ・は ， 絶対量は肥満

度 と ともに 稍 々 増加し た が
， 体重比は 著減 し た ．

　3） 1・C ・1・は ，肥 満度 ととも に 絶対量 は増加 し

た が ，体重比は減少 し ，体表面積比は el・N’近似 し

た ．

　4） L ・B ・M ・は ， 肥満度ととも に 絶対量は増加

し ， 体重比は 滅少 した が ，
こ れ は ， 肥満者 の 体重

増加は ，
− zz　L ．B ．M ．の増加．に よる こ とを示 して

い る ．

　5＞ 体脂肪 は ，肥満度 ととも に 絶対量 ，体重

比 ゴ 体表面積比 の 三 者 とも増加 した ．

　6） 絶食療法中の 体重変動は ，そ の 初期に 減少

の 割合が大 き く，遂 日的に 低下 し た ．また ，体重

減少は
， 体水分量 ， 就中 LS ・F ・の減少 と平行 し

た変動を示 した ．復食時に は ，体重 の 急激な増加

や ， 体水分 ， 就中 1・S・F・の 増加がみ られ ， 利尿剤

投与で 体重お よ び体水分量 が減少 し た ．血 清 Na

お よ び Cl は ，絶食中に 減少 し，復食 で 増加 し

た ．尿中 Na お よび Cl 排泄量 も ， 絶食中に 減少

し ，復食で再び増加 し た ．

　 尚 ， 本 論 文 の 要 旨は t 昭 和 42年 日 本 産科婦 入科学 会臨

床 大 会 及 び 第 16回 臼本産 科 婦 人科学会九 州沖縄連合地

方 部会 に 於 て 発 表 し た ．

　稿 を 終 る に 臨 み
， 御 懇 篤 な る 御 指導 並 び に 御 校 閲 を賜

つ た 恩 師 加 来道 隆 教 授 に 深 蕪 な る謝意 を 表 し ま す．ま た

終 姶 御 懇 切 な る 御 教 示 を い た だ い た 教 室 森 憲正 講 師 に

心 か ら 感謝 し ま す，
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